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社長のひとこと 

信じられないニュース

が現在世界中を不安

にさせています。ロシ

アによるウクライナへ

の軍事侵攻です。何の

罪もない多くのウクラ

イナ市民の命が奪われ

ています。様々な背景

があるにせよ、このよ

うな暴挙が許されるべ

きではありません。一

刻も早く停戦し、平穏

に暮らせる日が訪れる

ことを祈っています。 

人は誰かを幸せにする

ために産まれてきたの

です！ 

柔らかな日差しが暖かさ

を増し、春の息吹を感じる

季節になりました。そんな

中ウクライナでは悲しい出

来事が起きています。ロシ

アによる軍事侵攻は資源業

界にも大きな影響が出てき

そうです。そんな 3 月上旬

の市況情報をお伝えいたし

ます。 

■古紙 

ウクライナ危機の影響はほ

ぼないと思われるが、長期

化するとその限りではない

と商社筋から情報がありま

した。輸出価格がジリジリ

と値上がりしています。国

 

～ウクライナ危機による世界情勢不安～ 
 

 

 

集団資源回収の改革プロジェクト 

 

 

 

 

 

の輸出環境の変化を注視していま

す。しかし雑誌古紙だけは輸出環

境が悪く、発生期となる春を迎える

にあたり不安視されています。 

■鉄スクラップ 

2 月後半から値上がりし続けていた

鉄スクラップ価格はやや値を下げて

いますが、ウクライナ危機で今後更

なる高値にシフトするのではないか

と予測をしています。EU 諸国や、世

界各国のロシアへの経済制裁の影

響はかなり深刻なものになると予測

されています。一時的には鉄スクラ

ップの価格は上昇する見方が強く

なっています。そんな中トルコの購

入意欲が高まっており、今後の動

向に要注目です。 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

フリーダイヤル 

ゼロゴミ    ナ エコ 

０１２０－０５３－７８５ 

 町内会や婦人会等で行われ

る「集団資源回収」は日本特

有の文化であり、素晴らしい

古紙回収の仕組みであると確

信をしています。この集団資

源回収は、土日に行われるこ

とが多く、古紙業界は慢性的

に「休みが無い業界」になっ

ています。再生資源を扱う業

界のなかでも古紙だけがその

ようなことになっており、人

手不足問題の大きな障害とな

っています。当社では令和 4

年の 4 月より「集団資源回収

プロジェクト」として以下の

ことに踏み切ります。 

① 回収作業の平日化を推進 

② 受入停止日を設ける 

③ 回収エリアの集約 

 

①は日曜日の回収作業を平日に

シフトしていき、日曜日の回収

作業を減らしていくという試み

です。回収場所等の問題で容易

には行かないと思いますが少し

ずつ進めていきます。 

②は回収作業を行わない日(受

入停止日)を設け、休日出勤の

回数を減らすと共に、集団資源

回収自体の集約をおこなうとい

うことです。 

③は現在エリア関係なくお客様 

 

■非鉄スクラップ 

ウクライナ危機の影響が最も出そう

なのがアルミです。経済制裁を受け

るロシアはアルミの一大生産国です。

ロシアから輸入を中止する国が続出

することが予想されるため、先物相場

は既に値上がりしており、最高値を更

新しています。 

ウクライナ危機から緊迫する世界情

勢を背景に、この春は激動の嵐が世

界を吹き荒れそうです。 

 

の希望日通りに作業を入れてい

ます。効率悪化の大きな要因に

なっています。エリア毎に集約

することによって作業の効率を

上げ、スピーディ―な作業につ

なげていきたいと考えます。 

今後集団資源回収で集められる

古紙の数量は右肩下がりに減っ

ていきます。持続可能な地域社

会創造に向けてこの問題に対し

て全力で向き合っていきます！ 
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